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	【会場受講・Live配信受講セミナー】  6月3日(水) 開催
	企業価値を高めるコーポレート 研究開発部門の戦略的再構築
	バックキャストで組織を動かす。 研究者から戦略担当までを巻き込む「イノベーションの場」の仕掛け方
	■背景・問題意識
	日本の多くの技術ベース企業で株価の低迷、PBR１倍割れが目立つ
	事業ひも付きの開発に重点シフトとコーポレート研究開発の衰退の傾向
	企業全体が短期志向になりがちで、未来感のある研究テーマが出にくい環境
	これまで研究開発部門ではMoT、ステージゲート、オープンイノベーション、CVCなどを導入したが大きな成長に結びついていない
	その結果、コーポレート研究開発社員のキャリアの不安も高まっている
	上記のようなことから
	成長戦略、企業価値向上の重要な位置づけにあるはずのコーポレート研究開発部門の位置づけ、役割を見直し、中長期の成長期待をデザインする会社成長エンジンに転換することを目指す

	受講するメリット
	コーポレート研究開発部門の役割と重要性を確認、再設定する。 コーポレート研究開発戦略としての企業価値向上のための将来ドメインとポートフォリオ戦略の作成方法を学ぶ。 経営戦略、事業戦略とコーポレート研究開発の連携で企業価値を上げる方法を学ぶ。 コーポレートの研究者のキャリアのあり方を学ぶ。
	講 師
	高橋 透（たかはし とおる）講師
	〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町15−1 CYK神田岩本町3階 TEL： 03-6206-4966     MAIL :  ir@nihon-ir.co.jp
	（企画・運営）
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